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サテライトマリンホン (衛星船舶電話)回線と船内電話回線を

用いた統合ネットワークの構築について
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k)舶における併報交換の歴史は,10年はとまえの短波によ

る花村を主体としたものから,電私 屯軌 テレyクスおよ

び77ツタスなどの通信手段に代わり.伸止衛星を使用して

碓炎かつ迅速に陸上との連絡を確保することができるように

なった｡しかし.陸上と比較してインターネットやパソコン

通Iaなどでは,双方向性でマルチメディアな竹確交換の方法

が確立きれていない｡

これらの原因は.ja常左)折では海事術星を主体とした通信

がFTわれ,そのデータ伝送速度や通信コストがネックとなっ

ていることL:よるものであり.陸上でのT#報交換の発達に比

べ遅れをとっている｡

1996年3月よりNTT ドコモのNISTAli書l止術星が運17]

を開始した｡この術鼻は,陸海移動局軌 F】の脚止通信衛星で

あり,通侶コストが低く,電話.77ツタスおよびデ-タ通

偶を陸J:の屯6-Ji回輔と同様の感光で取り扱うことができるな

どの特徴がある｡

しかし,これまでに伺衛星を利用したインターネット,メ

ソコン通信ホスト局および陸上の屯駄hLl人名の/(ソコン壌兼

や77ツクスなどへの海上移動局からの凍JXに関する実検報

告がないないことから.同衛星を利用した上臣接扶英簾を爽
点した.この実検にJ:って,インターネ･/トや′くソコン逓信

などの通信コストが低く押さえられることや,Jb酉や布解放

皮の南牧を除いた77イIL'h:ついては,比故的ストレスのな

い捕熊交換が可能なことが判った.

軍に実験を-少進め,船内電転回操を使mして船内ネット

ワークを構築し.船内に役儀したサーバを逝してマ/レナメデ
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イアな情報交換を確立する藻礎的実験も行ったところ.ほぼ

技術的に開鵜なく軌作することを確認するなど,二 ･三の知

見が得られたので報告する｡

哉材および方法

1 ハードウェア

実験に使用した感材はTablelに示すほか,そのブロック

図についてはFLglに示す｡本字練習船長崎丸(以下,本船)

に設置されたドコモセンツクのサテライトマI)ンホン(以下,

マl)ンホン)を使用した｡この装密は.電話,データi由信お

よびファックスの3通信モードを選択できるよう付加】装置

｢マルチIlIJを追加しており.異なる通信モードを個別の付加
番号で呼び出すことが可能である｡

船内サーバには,CPUPentlumPro200MHz.内蔵メモ

リ64M byteの市性能パソコンを割り当て,通信ポートl

TabJel.EquipmentandMaker

(COMl)に船内ネットワーク用77yクスMODEMを無線

室の電話回線のLINEに仮接続 し,また通信ポー ト2

(COM2)には,船外ネットワーク用のファックスMODEM

にマ1)ンホンのDATAおよび官話LINEを切り替えて使用

できるよう凄統した｡

船内適借用パソコン(Cllent1)は,CPUPentlum75MHz

相当.内蔵メモリ42M byteおよび清適シリ7ルインタ-フ

ェ-スを付加するなど商連通信に対応できるようアップグV

-ドされている｡ま1.:,CIzcnt2は前者と同等のハードウェ

アの7ッププレ-ドを行った｡これらいずれのパソコン端末

にもファックスMODEMを付加した｡

実験ではCL]entlは.本船コビ-ル-ムの電話回線に.ま

たCllerlt2は,同様に本船コンビュ-タル-ムの旬話回線に

仮接続した｡なお,船内ネyトワ-クの実験は.入港中に行

い.動作破談とデータ採取後にこの宗鑑を撤去するなど.航

海中の兼務に支障のないよう配慮した.

EquLPmer)i Type Maker

ScrvcrPcrsorLalcomputer

I)1SPlay
Prm【er

FAXMODEM

ShLp'sDTEPersonalComputer
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Sort Name Copynght

Opcratlr唱SystelTI
NetworkCZ)tnt

Adaptor
ComnlunlCall0rlSoftwaTe

WWWcbSoftware
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FTP
Te111e【
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■■
･■

･■
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〟
u

lnlercOm

〟

NT1､

2.ソフトウェア

乗除にtfJf]したソ7トウェアを,Table2に示す.ここで,

サーバおよび各端末のOPER̂ TINGSYSTEM(以下.OS)

は.lVINIX)WS-95PLUS■)を使用し,船内ネノトワ-ク構築

i:帆OS内栽のMICROSOFTNETWORKCLtEN1､2Jを.
また.各噂末とサーバ閥のダイヤルアップ嬢続には,プロト

コルNetBEUPlを使用した｡

また,インターネットWWWeb.E-rrLaHおよびNetnl-ws

のデータ取掛ま,Net父aPeNavIgatorで行った.

次h:,船外通信は,マl)ンホン回線を使用し,WllWebへ
の接掛 ま,長崎大学ホ-ムページ (wwwnagasakL-uaCJp/

nlaLnl)SShtmL)を鐘由し,必要な怖報取締を行った｡なお.

ホームページには,航海中可能な限り7クセスし,逓倍状憩

の確敦を行っT=｡またE-lTLal】机 (mboxhostnetnagasak)-

uac)p)捷rtlで必要な場合のみ7クセスし.Nclnews(ZICW

shos【nagasakL-uaCJp)は,時々閲覧する程度であった｡

TeZnetでは.パソコン通信ホスト局 (NIFTYServe)と長

崎大学仲報処理セ/ターのUNlXSYS'lEMl=アクセスす

る尖族を行った｡なお.FTPでは,77イルのタゥンロード

実験を数回行った｡

以｣二のFTPおよびTeZnetは,まいと-くインタ-ネット

ツールを使用し,77ノクス発Taには,パソコン77ツクス

通fgソフトのまいと-く77ツクスを使用した｡

3.システムの牧羊

システムの概掛ま,前掲のFlglに示す｡図に示すように,

海上移動局のネyトワ-クは,船内屯活回蚊の船内ネットワ

ークとマリンホンの衛星通信回線を使用した船外ネットワー

クの2系統に大別される｡円甘宅では,パソコン粗末 (以後ク

ライ7ントと記す)から既設の船内官許舌回韻を使n]して,船

内サーバに好続した｡タライー/ントは,タイヤ/レアップ (ブ

ロトコIL,NetBEUl)でサーバに樺も'eされ,サーバに節税され

たインターネット関連情報やアプリケーションのデータを共

屯することができる｡後者は,マリンホンの題侶回線を経由

して,ダイヤルアップ (プロトコルTCP/ⅠⅠ))によりインタ

-ネノトWWWebの長崎大学ホームベ-メ.Netnewsおよ

びE-maJlに接続した｡また後名は,TcLnctや専用ソフトに

よりパソコンホスト局 (.NIFIYScrve)や77yクスの知人

宅およびパソコン端末に接続して,船舶に必要な航行V報.

気簸,海象等の取得や新聞およびその他のサービスの‡謎供を

疋捲受けることができるシステムである｡

1.サービスエリ7のPl壬

日本船舶逓倍的の貿料によると,サーt:lスエリアは,伐が

国の200海里-Jの経済水域となっていて,具体的に示されてい

ない｡そこで,今回は本船の1997年5月より8月までの航海

中に,長崎大学ホームベIijおよびパソコンホストNLFIY

Serveとの捷俵,1対1の陸船間のパソコン通信および77

ンクス送信実験を行い.逓信可能海域を鈎漉した｡また.他

船舶からの情報を収兆し.マ1)ンホンによるサービスエリア

を推定した｡

5 7lJンホンのデータ暮王送井劫戎Jl

インターネットでのデ-タの転送では.回鎖のコンディシ

ョンやデータの内容に動乱 Lihl糠,音声,文字等が含まれる

場合が多く,伝送速度を特定する耳Iが困難である｡

今回は.著者らの1名の自宅と船上のパソコン端末をマリン

ホン通侶四線で接統して,英文.和文のテキストファイル,

NOAA画蝕ファイルおよびMSIDOSのEXEファイルのきr

4様方Ⅰの通常7アイ/i,とこれらの庄掃77イルの計8つの7

7イルをOS内議逓倍ソフ ト,ハイパ-ター ミナルの

ZMOl)EMをF7]いて転送し.その転送速度を測定して相互の

比較を行った｡なれ 6:送速度の測定には,同通信ソフトの

巌過時rmを転送時rmとして使用した｡その時の通信攻境の設

定は,Table31こ示す通りである｡

結果おJ:び考蕪

t.船内ネットワーク

船内ネットワークでは,データの通信避妊は28800bpsで,

チ-タ転送の実効速度は,35000-50000bpsであるDこの詳

細については,陸上の公衆回線の場合とほぼ同様であり,既

報11で報告済みのため,ここでは省略する｡

実験では.77ツクスの送受何は正常に行わh.伝送速度

は14400bpsで鮮明な画像の転送ができ1.:｡このファックス
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TAble3 CommtJrllCatlOnenVlrOnment

AsyTKhronlR,mode SLarl-stopaaS)rnCllrOnlZatlOn

DTEsFd

Datalength

Slopb】t
F)owcontrol

Subparameter

l7arltyb](

KanJICOdc

115200bI汚
8bュt

1bit

RS/CSconlroI

NotJllng

Nothlng
ShlttJTScode

r)atacompreslOnmodeM汁PorV42b]s

ModemsTX･ed 14400or28800♭ps
Ma〉【bLocksIZe 256blt

LLrLe Shzp'sTelel九〇neOTIMannem orだ

の転送は.小型瓜の船内ではあまり必要ないかと.思われるが.

大B型の商船等では,伸幸Eを品題に伝達する手段として有効で

ある｡

また.インタ-ネットEn連のデータやアブr)ケーションの

チ-タを利用する実崇についても.良好な黙架を持た｡ここ

では.ます,サーバにおかれた船内専FUのホームページへの

拳だtli.クライアントのNetscaI氾Navigatorを起動して行

っている｡サーバに接旋するクライ7ントは.1回揺のみで

あり.他の判り込みによる待ち時間がないため.ストレスの

ない通信状額を維持することができた.

しかし,今回の実験システムでは,クライアントがサーバ

を捷由して正接外操に7タセスナることは,適侶プロトコル

の制約があるため出来なかった｡そこで.クライアントが外

部のf!t縦を必要とする場合は,ネットワークの管理名にm報
収縛を依期した後.(同じくサーバを巌由して外部ネットワー

クから)冊報を取結することとなる｡このような欠点を揃う

ためにクライアントは,サ-バの自動巡臥ソールの設定を変

更し.外線のオフビ-ク時に自動揮尻で必要な情報を取得す

ることとなるが,これはソフトL/ベルで対応させることが可

能である｡

現在のところ.インターネットからサーJ<に取り込んだ気

奴や広行書報などは,ブリッジやれ長宴などに小型パソコン

のタライ7ントを怒くことにJ.り.♯時容軒できるような件

制にしている｡

今敵 船内木･Jトワークにおけるデータ転送速度の更なる

向上L:ついては.高速MODEM336kbpsまたは,56kbps

t下りは,3361くbps)などに変更することで可能となる｡また.

同ネットワ-タの理想的な形態としては.サ-バとクライア

ントruに同軸ケ-ブルまたは光フTイJ1-の回線を改正し.

イーサーネットで接放し1.二役,NTScrverやNetlVareな

ど,サーバOSを導入してliubを中心にイントラネットをf一
姫することが考えられる｡これにより.サーバから外線への

直接倭杭を可能にするとともに.情報の送受を行えるように

システムを改良すれば,航海中における各棟t#報の取付に関

し.吏なる有効利FT)が図れると,RIJ?れる｡

2.胎外ネyトワーク

マ')ンホンのサ-ビスエIJ7を31准したところ.本船の実

習海域の大部分がサービスエー)7t.:含まれることが判った.

Ftg2は.マl)ンホン回鋲を使用して頼奴実検を行い,イン

ターネット.NIn､YServe土'よtF77ツタスの通信モード
で捷ttが確認できた也虻と日付を示している｡

舛鞍では.経度について西Jiは,東t至118度操を境にしてマ
I)ンホン回汝は簾蚊不能となった.次L:JW について南埠は,

北持20度まではデータ遭信の通信速度 14400bpsおよび77

･Jクス4800bl鴇で店長することをfl課した｡また,本字J*習

A)助辞丸からの横寺L=よると,南端は北托14度付近が限界の

ようである｡しかし,本船の航行区域の関係で本邦サービス

エ')7の東塔L'よび北苛を特定することはできなかったが,

他船 (商船)からの伸輔に上ると,北端についてはrr'国天津

(γlan)Ln)汁.北担39上空(ちなみに捷齢よ来援118度)で通信

できたことが確認されている｡

次に,パソコン端末対パソコン鞘未の2三岩間での伝送尖験

で得た7-'-タの実効速度の前菜について,非fE鮒の場合を

Tab)e4で.また圧給の場合をTable5にまとめて示す｡

また,jiB僧速度 14400 bpsで船内ネットr/-タから伝送し

たときのデータ転送の実効運まと舶外のそれとを比較するた

めに井圧擬によるものをTable61こ.ま1=J王佑L:よるものを

Table7しこ示す.以上のTabZe4.5およびTable6,7の2

つのケ-スを比較してFlg3.F】g4に示す｡

この2例から判るように,Ji内の屯転回且を使用したJA合.

データ転送の実効速度は帝鼻回IIを使用した牧舎と比較し

て,列三圧播bLよび圧拒データいJr九のgl合においても,胸内

qi読LIJBのJB合の [/3以下L=低下している｡このようにデー

タ転送の実効速度が低Tする原田は,マl)ンホン回篠は,チ

イジタJL'化された静止衛星i由借回線であるたれ パケット交

換枚と術星回鋲特有のタイムラグが.05から1秒径庭生じた

ことに起因していると考えられる｡この対処法としては.一

般にNMPMOr)EMの場合.次の2つの対熊一一をとっている｡

すなわち.

日)i玉将PJは,先行して送ったデータフレーム (LlnlくTrans

TTllSSLOn)の到着確認を持たすに.次のデータフレームを送る｡

このデ-タ7レームには通し肯号を付ける.

12)受lnl伽のMODEMは,受信した各データフレーム毎に確

認YR輔のフレ-ム (LlnkAcknowledgement)を送らない｡
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Flg2ExperlmentOfconneCttonfortheservlcec】eararlCeOEsateH】temarlrlephone
Symbo1(令)LndLCateaeXPerlmerltPOSlt10nanddate

一連の複数のデ-タフレーム到着後,ある条件が満たされた

時に,その時点で,一轟最後に受信したヂ-タフL,-ムに対

してのみ,確認用のフレ-ムを発侶価MODEMに送る｡この

フレームには最後のデ-タフレームの通し番号が含まれる｡

以上,2つの対策である｡

ここで,確認のフレ-ムを送る契枝となるのは,｢併記タイ

マ-｣である｡すなわち.ある一淀のタイマーをセントして

おき,データフレ-ムと次のデータフレ-ムの間隔がその設

定時間を超えると,受信側MODEMは確認のフレームを出

す｡逆にいえば,｢確認タイマー｣以内のタイムラグで連続受

借を炊けると.椛 のためのフレームuいつまでも送られな

い｡ただし,脱番があると,受信側MODEMは,再送依頼の

アクションをとる｡このように,｢確認タイマー｣の設定は,

コ-ルの当初,両方のMOI)EMがネゴシエートして決めら

れらd

以上から,マリンホンでのデータ長こ送の実効速度が極端に

低下する原軌 ま,｢確認タイマ-｣がタイムラグ以上に設定さ
れている場合,または脱番のフレ-ムが朔繁に発生する場合

の2点が考えられる.いずれにしても,碓泥の度に05- 1秒

程度のタイムラグが生ずるため,平均転送速度は低下するこ

とになり.ユ-ザ-側の対応ではスピードアップを図ること

はできない｡

そこで,データを送る前に庄崩して転送した場合について

検討する｡すなわち,Table4とTable5およびTab】e6と

Table7より.見かけ上の転送速度7)はTablt･8,Table9の

ようになる｡ここで見かけ上の転送速度は,英語テキストフ

ァイルで14倍の場合Ilを除き,正銘ファイルでの通信効率の

向上は殆ど期待できない｡

このことは,シリアJL/ボート速度'-115200bps対MODEM

求-ト速度10)9000bps程度と間者の転三速速度比が大きいこと

が原因である｡パソコンとMODEM間の処理速度が捕遷化

されている場合は,MODEMでのリアルタイムの圧締処理も

iR)速化され,圧輔ファイルと非EE縮77イ)L,の転送速度の差

が小さくなるものと思われる｡

また.以上のことは船内ネットワークの転送速度について

も胃 えることで,CPUの高速化 とシ リアル ポー ト対

MODEMポート速度の比が大きいほど,圧縮対非Lf桁デ-タ

の転送時間の藍が粒紙される傾向が見られた｡いずれにせよ,
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TAble4 A eompansonoELranSIertlmeandefEectlVe 皿̀
打aJderrateLhaEusedeachrLOrECOmpreSSlOn
tllevltJIthellTN=Oltl把Sate川Iemarllt PboTt

I/ ト､･:H h二一 ･. I ∴ ∴'h_● ･;"
EnglishTXT 4m 1 50 9744

JapaneseTXT 61249 64 9570
NÔ AATP 246272 3(和 8209

MS-IX)SEXE 40720 50 8144

AVL三RAGE 99241 116 89I7

TOTAL 396962 464 35667

T&hle5 Acompansoll｡LtransfcTILmeandeffecLIVe
transfeTTaletLlatusedeachcompresslonfLIc
wLththelneorsatelLllcmannephone

FILENAヽ1E (byte)SentELne(S)
ELfe⊂tlYeTTarder
RatJZ(blS)

EnghShTXT 16431

Japalヽe監TXT 23226
NOAAATP l43416

MSllXISEXE 22238

AVERAGE 51328

TOTAL 2053I1

4695

3BL)8

48)3

4834

1537

18149

TLble6 A conpansonottransferLlmeandeffecllVe
tTanSTeTraLCthatusedeachnorHeCOnpTeSSLOn
f11ewlthalIneofsJILptdephor杷

FlLENAME (byte)ScnHlme(S)

Eng】lsh1XT Ll8721

JapaneseTXT 61249
NOAAATP 2Ll6272

MS-1X)SEXE JO720

AVERAGE 99241

TOTAL 396962

15 32481

】8 34027

99 24876

1L1 29086

37 30117

1◆16 120470

TAble7 A compan50nOELTanSteTLlmeandefEel:tlVe

trarderratethatusedeacht:oml〉reSSLOIlfJ)e
wlthalEneOfshlPIdephol℃

FILENAME (byte)SenttlrrE(ち)
EltectlYeTraJder
Rate(tp)

EngllShTXT 16431

JapalteSeTXT 23226
ZiOAAATP 143Jl16

.Its-lX)SEXE 22238

AVERACE 5132i

TOTAL 20531I

IO )6431

I1 16590

87 Ⅰ6485

14 15W

31 16347

125 65390

シリアルポ-トの通lg速度が満速になれは.データを旺折し

て連何効準の向上を図ってb,その効果は殆ど期待できない

と宵える｡

-L一.b主=

Lxprl■hIrH■■

Fig.3CompansonoEeflectlVedata【rartSEerratesolnorN!
compre虹lOnandcompresslonlIIeswlththellneOI
sate)llLerTlannePhorNt

Ep■l■■LIllt■

FIF4ComparLWnOferfectlVedatatransferratesornone
com presslOnaTd亡OTnFIreSStOntlleswltha llrNtOt

shlptdepholで

) インターネIyI-の*lた

サービスエl)ア内でのインターネットWWWebへの接Jt

l1.回JIの放用中を除き一回のコ- ･̂で策放した.通信BELF

は.溝に)1400bpsであっ1=.データ伝送の実効適度は,節

述したように特定でさfJ'いが.HTMLフTイJt,")で,NeLS-

capeNavlgatOrの伝送速ま兼示によると3000bps前後であ

った.

まlu 実検の結果,文字の表示は汁ちかであるが,菌件の

群伸度の補いもの.例えは.GMS頑蝕や柄細なカラー簡f&の

敬称には.陸上回線使用時L:比べ時間を要した.その他,台

賦付絹や天気図等は,必奨J'Jとさ即時画魚の取得が可能であ

り,また,長崎のローカル二ュ-スは,ローカルTV月)のホ

-ムページにアクセスすることでm報取持ができるので.舶
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Table8 Aratlo()1senHlmCWlth110neCOmPreSSLOnand

compresslOni)LelVlththellneofsateH1temar】ne
phone

FILENAME none
compressLOll(S)COmpreSSLOn(S) Ran°

EllgllShTXT 50

JaparteSeTXT 64
NOAAATP 300

MSIDOSEXE 50

AVERAGE 464

Table9 AratlOOfsenttlmeWLthnonecorrLpreSS1011arid

corLIPTeS'SlOnfLLeWithal】neofsh】pte]ephonc

FILENAME none
compressIOn(s)COmPreSS】On(ら) RatlO

EtlglLShTXT 168

JapaneseTXT 185
NOAAATP 986

MS-IX)SEXE 196

AVEl己AGE 1535

14

13

ll

[ヨ

ーニ

内にこのようなニュ-スを配信することが可能であった｡

更に,学生や教官に対しても水産学部のホームページの全

部または一部を取得し.船内ネyトワークのホームページに

コピーして必要な情報を参附させることも可能であった｡

E-malLの送付は,連絡前項のある時のみ使用した｡この場

合t),通信状態は艮好であっ1:｡実験後も,業務上でのEITTlall

の使mを解統している｡船舶の運航に脚するものや捕人発生

時などのメ-ル利IT]も77yクスと舛なりHTMLで薗像や

普):7を交えて冊報を送ることができるので,マルチメディア

な内容の送信が可能であるBこれは,現状を正確に把捷でき

るメリyトがあり,非満号にf)効な情報伝達手段である｡

NctTICWSについては,長崎大学のニュースサーバを利用し

て実検を行ったが,ほとんどの内容が英文または和文の文字

データであり,高速で完全に受信することができた｡なお,

発伯については今回は爽施していない｡

Te)rLetでは,パソコン通信ホストNTFTYServeや本学抱

合情事買処理センターのUNIXSYSTEMにアクセスするこ

とが可能であった｡このように他システムのアプリケーソヨ

ンや千-タを共有したり.パソコンホストからの情報を取得

するなど,種々のサ-ビス壬塁供を海上に居ながらにして革受

することができる｡

また,船内サーバのバック7yプに関しては,メインとサ

ブの機器を併設することにより.システムの7j5枚にも対応で

きるようにすれば.舶内外の統合された仰樺を安定して迅速

かつ確実に,必要とするクライアントに提供1ることが可能

と考えられる｡

4.パソコン通信

パソコン通(言の相手方である,NIFTYServeおよびパソ

コン端末間の伝送については,海事衛_S字E謡B]税での実較■2)

として既に確告訴みである｡前記回線に比べ,今回のマリン

ホンの回線は,ディジタル化されており非常に安定した通惜

状態を維持することができたb接続も1回のコ-JL,で顔PL.し

た｡情報が文字デ-タ主体のため,通信スビ-ドは花速でも

実用上問題はない｡

次にNIFTYServeでは,接mする時間帯によりホストに

ユーザーからのアクセス叔度が異なるため,その通信運慶を

特定することは凶雅であったが,タゥンロードした文字数と

経過時間よりiT出した値では,平均5DOObps前後と推辞され

る｡

パソコン端末対パソコン端末の横合は, 1対 lの通信であ

り,ほぼ回線の壊商通信速度を維持してデータ伝送を行うこ

とが可能であったqこの時,転送速度は約 1kbytcであった.

以上の海上移動局のみでなく,今後.1998年後半からイリ

ジューム計画やJCO(httpwwwIcocom参照)などのタイム

ラグの小さい極軌道通信衛屋回線使用の屯詣サービスが連用

開始される予定である｡そこで,Nl次移動局LtJからのデータ通

信の高速化が期待される反両,多価報化時代の到来でセキュ

リティ13)の問堪Iが浮上して来ることになるため,この点を考

慮h:入れる必要がある｡

5.77yクスの伝送

次に,パソコンからのファyクスの伝送は.既に海事衛星

回線を通じて実施中であったが,マ1)ンホンを使mして.同

様に,パソコンからのファックスの伝送を1997年-5月から業

務に使用している｡すなわち,本船では正午牧田 ･入出港報

告など航海に関する連絡は77yクスを使用しているが,パ

ソコンで作成した文省をプリンタに印刷することな(,その

まま用手のファックスに直拝送fEするため鮮明な文科を送る

ことができた｡また,このデータをOCRによりキャラクタ-

ベースの文盲に変換し,氏-TTLa】Lで再送L..1することも可能であ

った｡このマ))ンホンによる77ンクス伝送は,通信速度が

マリンホン帆で4800bpsに固定されていて,これ以上の通信

速度で使用することはできないが.送信速度も4800bpsに統

一されているため安定している｡
6.7ンテナの牧tE書所による形書
前述のいずれの通信モ-ドにも言えることであるが,本齢

のマT)ンホンのアンテナと衛星の間を船体構造物が避蔽した

場合,いわゆるプロyキング現象川が現れ,一時的に通倍不能

状椴がず己生した｡(某方位225±5度付近)これらを防止する

には船体の全方位に渡って,遮蔽のない場所にアンテナを設

畝する必要があるが.在来船ではこの条件はなかなか満たさ

れない.今後新しく嬢遺される船舶では.情報の受け渡しが

衛星通信主体の通信形態となることがI考えられるので,アン

テナの穀混場所確保には,粒良の条件を満たすよう方己慮する

必要がある.

おわりに

今回のA'験は,海上におけるマリンホンを用いた,陸上と

同様のインタ-ネットや/(ソコン通信の怖報交換に関するも

のである｡同実額において,チ-タ転送の突効速度は,殺稲

1kbyte挺度であったが.インターネットやパソコン通信な
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どの多彩なサービスを受け.また,船内市街回線を使用する

ことにより船内ネットワークを手持果し.海上に居ながらこれ

ら陸上のデータを共有できることが判った｡

また.Telnetにより陸上のパソコン通信ホスト局.UNIX

SYSTEMやその他のシステムに7クセスナることb可能で

あった｡このことは,陸上で使用した研究データやアプリケ

-ションなどの処理を海上の移動局においても同様に払拭で

きることを示唆している｡

更に,パソコンを使用しての77ツクス (通信速度4800

bpsEEl定)送信は.作成した文香を正接フTツタスに転送する

ので.印刷した文車を77I/クスするより鮮明な南魚を送る

ことができた｡

また,マリンホンのサービスエl)アの西端 (東耗1ユ8度)杏

渦室しこれを確認した｡

以上の…As政から今後の船内ネットワークについて展望する

と,同市話回線旺用が,日常の業務に支障を及ぼさないよう

に.同軸ケーブルや光ファイバ-または無俵回鋲を使用し,

イーサーネットに改良することが丑まれる.この改良が実現

すれば.複数のクライアントからサーバへのアクセスが同時

に行えるようになり,航行中多彩なサービスの享受を直接得

ることが可能となるため,船月の海上における疎外感を除去

することに繋がるほか安全航海にも寄与できると思われる｡
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